
令和５年３月市議会定例会議案件名

議案第 １ 号 専決処分の承認を求めることについて
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議案第 ７ 号 白河市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
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議案第１４ 号 白河市国民健康保険条例の一部を改正する条例

議案第１５ 号 白河市道路占用料徴収条例及び白河市都市公園条例の一部を改正する条例

議案第１６ 号 市道路線の認定及び廃止について

議案第１７ 号 令和５年度白河市一般会計予算

議案第１８ 号 令和５年度白河市小田川財産区特別会計予算

議案第１９ 号 令和５年度白河市大屋財産区特別会計予算

議案第２０ 号 令和５年度白河市樋ヶ沢財産区特別会計予算

議案第２１ 号 令和５年度白河市国民健康保険特別会計予算

議案第２２ 号 令和５年度白河市後期高齢者医療特別会計予算

議案第２３ 号 令和５年度白河市介護保険特別会計予算

議案第２４ 号 令和５年度白河市地方卸売市場特別会計予算

議案第２５ 号 令和５年度白河市水道事業会計予算

議案第２６ 号 令和５年度白河市工業用水道事業会計予算

議案第２７ 号 令和５年度白河市下水道事業会計予算
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令和５年３月市議会定例会議案要旨

議案第 １ 号 専決処分の承認を求めることについて

ふるさと納税の寄付が予算額を上回り、寄付者への返礼等に係る予算措置が緊

急に必要となったことから、地方自治法第１７９条第１項の規定により令和４年

度白河市一般会計補正予算（第１２号）を専決処分したので、同条第３項の規定

により議会に報告し、承認を求めようとするものであります。

議案第 ２ 号 公職選挙法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う関係条例の整備に関する条

例

公職選挙法施行令の一部改正に伴い影響を受ける条例について、選挙運動用自

動車の公費負担限度額の引上げなど、所要の改正を行うものであります。

議案第 ３ 号 白河市部設置条例の一部を改正する条例

効果的な行政施策を推進することを目的に、関係部の分掌事務の整理を行うた

め、所要の改正を行うものであります。

議案第 ４ 号 白河市個人情報の保護に関する法律施行条例

個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、法の施行に関して必要な事項

を定めることを目的に、この条例を制定するものであります。

議案第 ５ 号 白河市情報公開及び個人情報保護審査会条例

個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、情報公開制度における審査請

求並びに個人情報保護制度における審査請求及び個人情報の適正な取扱いの確保

について調査審議することを目的として白河市情報公開及び個人情報保護審査会

を設置するために、この条例を制定するものであります。

議案第 ６ 号 白河市議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例

議案第 ７ 号 白河市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例

上２議案については、福島県人事委員会勧告に基づく特定任期付職員の給与改

定に準じ、期末手当の支給月数を変更するため、所要の改正を行うものでありま

す。

議案第 ８ 号 白河市育英基金条例の一部を改正する条例

白河市育英基金を奨学資金貸付事業及び入学一時金貸与事業の資金に充てるた

め、所要の改正をしようとするものであります。

議案第 ９ 号 白河市過疎地域持続的発展特別事業基金条例

過疎地域持続的発展特別事業に要する経費の財源に充てることを目的として白

河市過疎地域持続的発展特別事業基金を設置するため、この条例を制定するもの
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であります。

議案第１０ 号 白河市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施

設等の運営に関する基準の一部改正に伴い、懲戒権に関する規定を削除するなど、

所要の改正を行うものであります。

議案第１１ 号 白河市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、安全計画の

規定を加えるなど、所要の改正を行うものであります。

議案第１２ 号 白河市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、安全

計画の規定を加えるなど、所要の改正を行うものであります。

議案第１３ 号 白河市重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例

こども家庭庁が設置され所掌事務が移管されることに伴い、省令の管轄を改め

るため、所要の改正を行うものであります。

議案第１４ 号 白河市国民健康保険条例の一部を改正する条例

健康保険法施行令の一部改正に伴い、出産育児一時金の額を変更するため、所

要の改正を行うものであります。

議案第１５ 号 白河市道路占用料徴収条例及び白河市都市公園条例の一部を改正する条例

道路法施行令の一部改正に準じ、道路占用料の額及び都市公園の使用料の額を

改めるため、所要の改正を行うものであります。

議案第１６ 号 市道路線の認定及び廃止について

市道路線を認定し、及び廃止するため、道路法第８条第２項及び第１０条第３

項の規定により、議会の議決を得ようとするものであります。

議案第１７ 号 令和５年度白河市一般会計予算

(1) 歳入歳出予算

予算総額は、２９，１５０，０００千円となり、前年度当初予算と比較して

４７０，０００千円増額となり、１．６％の増となりました。

歳入歳出款別内訳は、次のとおりであります。

歳入については、市税９，１７７，１３６千円、地方譲与税３３９，５３７千

円、利子割交付金２，７７６千円、配当割交付金３８，９１７千円、株式等譲渡

所得割交付金１６，１００千円、法人事業税交付金１４９，２９２千円、地方消
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費税交付金１，５５７，０４１千円、ゴルフ場利用税交付金２４，７５６千円、

環境性能割交付金２２，８９１千円、地方特例交付金５３，６２２千円、地方交

付税６，８８２，２３６千円、交通安全対策特別交付金６，７００千円、分担金

及び負担金９１，２２８千円、使用料及び手数料２６９，６０１千円、国庫支出

金３，９５１，２３７千円、県支出金２，２３７，２７６千円、財産収入８５，

９６９千円、寄附金１７５，９９０千円、繰入金１，１５５，５８９千円、繰越

金１千円、諸収入４１８，１０５千円、市債２，４９４，０００千円となりまし

た。

歳出については、議会費２６０，４３９千円、総務費２，７９８，６５８千円、

民生費８，７８５，６０２千円、衛生費２，２６８，７１０千円、労働費１４，

０１６千円、農林水産業費１，９１０，０５６千円、商工費７８５，５４３千円、

土木費３，４８２，６４０千円、消防費８３０，４７３千円、教育費４，７８２，

７３１千円、災害復旧費４千円、公債費３，１８１，１２８千円、予備費５０，

０００千円となりました。

事業の主なものは、次のとおりであります。

議会費

議会運営関係費 ２０６，００８千円

総務費

複合施設整備事業 ９０，８０８千円

ふるさと応援事業 ８９，８６８千円

公共交通対策費 １１１，１０９千円

移住・定住推進事業 ２８，８７８千円

ＤＸ推進事業 ２２，１６６千円

基幹業務系システム管理事業 １１５，３８６千円

白河地方広域市町村圏情報管理事業 ８８，７９２千円

社会保障・税番号制度導入事業 ６５，６２７千円

福島県議会議員一般選挙費 ３４，２２１千円

市長選挙費 ２３，９０２千円

市議会議員一般選挙費 ４６，９５１千円

民生費

障がい福祉サービス支給事業 １，２４６，２４１千円

重度障がい者支援事業 １３９，９８１千円

福祉・介護人材確保支援事業 １０，２２１千円

白河っ子すくすく応援クーポン券支給事業 ３６，６８５千円
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白河っ子小学校入学祝金支給事業 ２５，１００千円

こども医療助成事業 ２４２，８６６千円

児童手当支給事業 ８４３，４２９千円

民営保育園等施設型給付事業 ７０５，５８４千円

障がい児福祉サービス支給事業 ４５０，２１２千円

児童扶養手当支給事業 ２７３，３０９千円

保育園運営費 ３９５，０９１千円

放課後児童クラブ運営費 １６７，７０４千円

生活保護扶助費 ７１２，４３０千円

衛生費

予防接種事業 １９４，１３３千円

新型コロナウイルス感染症予防対策事業 ３０６，３２２千円

出産・子育て応援事業 ４３，０９０千円

母子健やか支援事業 ６９，５８９千円

妊産婦医療費助成事業 ６，７５２千円

健康診査事業 ８４，４９８千円

地域医療体制支援事業 ７８，７８０千円

環境衛生事業 １０，９２９千円

環境保全促進事業 １５４，６７９千円

白河地方広域市町村圏整備組合負担金 ７７８，８４８千円

労働費

雇用機会確保事業 ９，００６千円

農林水産業費

農業振興対策事業 ７５，５７１千円

新規就農支援事業 ５９，３５４千円

農業用施設整備“結”支援事業 ２８，０００千円

多面的機能支払交付金事業 １９９，５８３千円

農業水路等長寿命化・防災減災事業 ６，７４０千円

緊急浚渫推進事業（農業用ため池） ４０，０００千円

強い農業基盤づくり事業 １２０，１７１千円

ふくしま森林再生事業 ２４６，５０８千円

商工費

商工業振興対策事業 １０５，６８２千円

中心市街地活性化事業 ２５，３１０千円
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産業プラザ運営費 ３７，６０５千円

サテライトオフィス推進事業 １８，３９５千円

起業・創業支援事業 ２３，４８８千円

企業立地促進費 １３，６４０千円

地域情報発信事業 ２１，２０４千円

広域観光推進事業 １１，６９０千円

白河関の森公園管理費 ２９，８９４千円

複合型拠点整備工業用水道関係費 ７９，５１０千円

土木費

来て「しらかわ」住宅取得支援事業 ３２，０００千円

空き家対策事業 ９，５９２千円

安全安心な生活道路河川保全事業（道路） １２０，０００千円

住みよい街づくり事業 ２００，０００千円

道路改良事業（交付金） ８８５，３６６千円

身近な道路河川強靭化事業（河川） ２０８，８００千円

景観形成事業 ５，１８３千円

歴史と伝統を活かしたまちづくり事業 ２８，７１８千円

南湖魅力向上事業 ３，８１７千円

公営住宅ストック総合改善事業 １４３，４４３千円

消防費

常備消防費 ６３５，０９１千円

消防団運営事業 １３５，９６０千円

消防施設整備事業 ３２，０７７千円

災害対策事業 ２０，２６６千円

教育費

学校図書館利活用推進事業 ４６，１７８千円

施設改修費（小学校・中学校計） ６５，６１５千円

ＩＣＴ教育環境整備事業（小学校・中学校計） ４８，４５９千円

白河第二中学校建設事業 １，２７５，７７６千円

文化振興費 ６，８２４千円

小峰城史跡整備事業 １４９，９２５千円

公民館活動事業 ５，５８７千円

文化交流館管理運営費 １９８，２５８千円

(2) 継続費
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継続費の経費の総額及び年割額を定めるものであります。

(3) 債務負担行為

債務負担行為の事項、期間及び限度額を定めるものであります。

(4) 地方債

地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるもの

であります。

(5) 一時借入金

一時借入金の最高額を５，０００，０００千円と定めるものであります。

(6) 歳出予算の流用

歳出予算の各項において流用することができる経費を定めるものであります。

議案第１８ 号 令和５年度白河市小田川財産区特別会計予算

予算総額は、３，８６４千円となり、前年度当初予算と比較して８６１千円増

額となり、２８．７％の増となりました。

歳入については、財産収入１３千円、繰入金３，８５１千円となり、歳出につ

いては、管理会費１４４千円、財産費３，６２０千円、予備費１００千円となり

ました。

議案第１９ 号 令和５年度白河市大屋財産区特別会計予算

予算総額は、２，０７５千円となり、前年度当初予算と比較して４４８千円増

額となり、２７．５％の増となりました。

歳入については、財産収入４千円、繰入金２，０７１千円となり、歳出につい

ては、管理会費１３７千円、財産費１，８３８千円、予備費１００千円となりま

した。

議案第２０ 号 令和５年度白河市樋ヶ沢財産区特別会計予算

予算総額は、４５７千円となり、前年度当初予算と比較して３千円減額となり、

０．７％の増となりました。

歳入については、財産収入３千円、繰入金４５４千円となり、歳出については、

管理会費１３７千円、財産費２２０千円、予備費１００千円となりました。

議案第２１ 号 令和５年度白河市国民健康保険特別会計予算

(1) 歳入歳出予算

予算総額は、５，６１４，８０３千円となり、前年度当初予算と比較して８２，

２８７千円減額となり、１．４％の減となりました。

歳入については、国民健康保険税８８５，６８５千円、使用料及び手数料１千

円、国庫支出金１千円、県支出金３，９８６，４３２千円、繰入金７３６，１７９

千円、繰越金１千円、諸収入６，５０４千円となり、歳出については、総務費
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１３０，８４０千円、保険給付費３，９６２，６３９千円、国民健康保険事業費

納付金１，４１０，２９５千円、財政安定化基金拠出金１千円、保健事業費８０，

０２１千円、基金積立金１千円、公債費１千円、諸支出金１１，００５千円、予

備費２０，０００千円となりました。

(2) 一時借入金

一時借入金の最高額を２００，０００千円と定めるものであります。

(3) 歳出予算の流用

歳出予算の各項において流用することができる経費を定めるものであります。

議案第２２ 号 令和５年度白河市後期高齢者医療特別会計予算

予算総額は、７００，３２０千円となり、前年度当初予算と比較して１８，

９２８千円増額となり、２．８％の増となりました。

歳入については、後期高齢者医療保険料５２３，２９４千円、使用料及び手数

料２千円、繰入金１７４，８２０千円、繰越金１千円、諸収入２，２０３千円と

なり、歳出については、総務費５，６０３千円、後期高齢者医療広域連合納付金

６８９，５１７千円、諸支出金２，２００千円、予備費３，０００千円となりま

した。

議案第２３ 号 令和５年度白河市介護保険特別会計予算

(1) 歳入歳出予算

予算総額は、５，９０１，３５９千円となり、前年度当初予算と比較して

１０３，８６０千円増額となり、１．８％の増となりました。

歳入については、介護保険料１，２０６，５４１千円、使用料及び手数料１千

円、国庫支出金１，３５４，２１３千円、支払基金交付金１，５２３，７５５千

円、県支出金８５６，４２６千円、財産収入１千円、繰入金９６０，３６１千円、

繰越金１千円、諸収入６０千円となり、歳出については、総務費１０８，７６５

千円、保険給付費５，４４９，２５２千円、地域支援事業費３３８，２８８千円、

基金積立金１千円、諸支出金２，０５３千円、予備費３，０００千円となりまし

た。

(2) 一時借入金

一時借入金の最高額を２４０，０００千円と定めるものであります。

(3) 歳出予算の流用

歳出予算の各項において流用することができる経費を定めるものであります。

議案第２４ 号 令和５年度白河市地方卸売市場特別会計予算

予算総額は、１７，６５９千円となり、前年度当初予算と比較して９１９千円

減額となり、４．９％の減となりました。
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歳入については、使用料及び手数料３，５２１千円、繰入金１４，１３７千円、

諸収入１千円となり、歳出については、卸売市場費８，２３０千円、公債費９，

１２９千円、予備費３００千円となりました。

議案第２５ 号 令和５年度白河市水道事業会計予算

(1) 業務の予定量

業務の予定量は、給水戸数２３，９９０戸、年間総配水量７，１５２，５４０

㎥、一日平均配水量１９，５９６㎥、主な建設事業の概要として改良費１，０６０，

１９０千円と定めるものであります。

(2) 収益的収入及び支出の予定額

収益的収入については、営業収益１，１２２，７３０千円、営業外収益１２９，

０２２千円、特別利益１千円を予定し、その予定総額を１，２５１，７５３千円

と定めるものであります。

収益的支出については、営業費用１，１２４，６３８千円、営業外費用８４，

６４０千円、特別損失１，１００千円、予備費５，０００千円を予定し、その予

定総額を１，２１５，３７８千円と定めるものであります。

(3) 資本的収入及び支出の予定額

資本的収入については、企業債４７０，０００千円、他会計出資金５０，４４０

千円、他会計補助金１，６８２千円、工事負担金１４，３１６千円、国庫補助金

６，０７９千円、県補助金１５，５００千円を予定し、その予定総額を５５８，

０１７千円と定めるものであります。

資本的支出については、建設改良費１，０６０，１９１千円、企業債償還金

２６７，６０４千円、予備費１，０００千円を予定し、その予定総額を１，３２８，

７９５千円と定めるものであります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額７７０，７７８千円は、

過年度分損益勘定留保資金１３３，７７０千円、当年度分損益勘定留保資金１９３，

９０８千円、建設改良積立金３５０，０００千円及び当年度分消費税資本的収支

調整額９３，１００千円で補填するものであります。

(4) 企業債

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものでありま

す。

(5) 一時借入金

一時借入金の限度額を４７０，０００千円と定めるものであります。

(6) 予定支出の各項の経費の金額の流用

予定支出の各項の経費の金額の流用を同一款内でこれらの経費の各項間の流用
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と定めるものであります。

(7) 議会の議決を経なければ流用することのできない経費

議会の議決を経なければ流用することのできない経費を職員給与費１２１，

５１５千円、交際費５０千円と定めるものであります。

(8) 他会計からの補助金

補助を受ける会計名、理由及び金額を定めるものであります。

(9) たな卸資産の購入限度額

たな卸資産の購入限度額を８，０００千円と定めるものであります。

議案第２６ 号 令和５年度白河市工業用水道事業会計予算

(1) 業務の予定量

業務の予定量は、給水事業者数３社、年間総配水量１２７，７５０㎥、一日平

均配水量３５０㎥、主な建設事業の概要として改良費４３，０００千円と定める

ものであります。

(2) 収益的収入及び支出の予定額

収益的収入については、工水営業収益８，６７８千円、工水営業外収益４５，

８０１千円を予定し、その予定総額を５４，４７９千円と定めるものであります。

収益的支出については、工水営業費用４２，６６３千円、工水営業外費用１０，

８１６千円、予備費１，０００千円を予定し、その予定総額を５４，４７９千円

と定めるものであります。

(3) 資本的収入及び支出の予定額

資本的収入については、企業債２１，５００千円、他会計補助金３３，７１０

千円、県補助金２１，５００千円を予定し、その予定総額を７６，７１０千円と

定めるものであります。

資本的支出については、建設改良費４３，０００千円、企業債償還金６８，

３８６千円を予定し、その予定総額を１１１，３８６千円と定めるものでありま

す。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３４，６７６千円は、過

年度分損益勘定留保資金３０，７６７千円及び当年度分消費税資本的収支調整額

３，９０９千円で補填するものであります。

(4) 企業債

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものでありま

す。

(5) 一時借入金

一時借入金の限度額を２１，５００千円と定めるものであります。
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(6) 予定支出の各項の経費の金額の流用

予定支出の各項の経費の金額の流用を同一款内でこれらの経費の各項間の流用

と定めるものであります。

(7) 他会計からの補助金

補助を受ける会計名、理由及び金額を定めるものであります。

議案第２７ 号 令和５年度白河市下水道事業会計予算

(1) 業務の予定量

業務の予定量は、水洗化戸数１８，５９２戸、年間総処理水量５，７９４，

２３７㎥、一日平均処理水量１５，８７４㎥、主な建設事業の概要として管路工

事費４３０，０００千円、農業集落排水事業（機能強化）１４８，８００千円、

浄化槽設置工事３６，３４７千円と定めるものであります。

(2) 収益的収入及び支出の予定額

収益的収入については、営業収益８３６，４７２千円、営業外収益１，６６１，

１３６千円、特別利益３千円を予定し、その予定総額を２，４９７，６１１千円

と定めるものであります。

収益的支出については、営業費用２，２８５，３２０千円、営業外費用２０７，

８４６千円、特別損失４３０千円、予備費３，０００千円を予定し、その予定総

額を２，４９６，５９６千円と定めるものであります。

(3) 資本的収入及び支出の予定額

資本的収入については、企業債５１８，３００千円、他会計補助金８８７，

８５０千円、国及び県補助金１８０，４４２千円、受益者負担金及び分担金１０６，

１６２千円、工事負担金３，７８０千円、その他資本的収入３０，５０９千円を

予定し、その予定総額を１，７２７，０４３千円と定めるものであります。

資本的支出については、建設改良費７７８，９８２千円、企業債償還金１，

０８２，４９３千円、予備費１，０００千円を予定し、その予定総額を１，８６２，

４７５千円と定めるものであります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１３５，４３２千円は、

当年度分損益勘定留保資金１３５，４３２千円で補填するものであります。

(4) 債務負担行為

債務負担行為の事項、期間及び限度額を定めるものであります。

(5) 企業債

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるものでありま

す。

(6) 一時借入金
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一時借入金の限度額を５００，０００千円と定めるものであります。

(7) 予定支出の各項の経費の金額の流用

予定支出の各項の経費の金額の流用を同一款内でこれらの経費の各項間の流用

と定めるものであります。

(8) 議会の議決を経なければ流用することのできない経費

議会の議決を経なければ流用することのできない経費を職員給与費９１，４１８

千円と定めと定めるものであります。

(9) 他会計からの補助金金

補助を受ける会計名、理由及び金額を定めるものであります。


